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トップスプレー法による密植桑園用の雑革防除技術
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1  は  じ  め  に

密植桑園の収穫後管理においては,機械を使用し短時間

で処理できる新たな雑草防除技術の開発が生産現場から求

められている。そこで,現況に対応する新しい散布方法の

トップスプレー法を確立するため,除草剤の選定
1)と これ

に対応する散布機の開発及び実証試験について報告する。

2試 験 方 法

(1)除草剤のスクリーニング

供試薬剤は現在登録されている39剤とし,使用量は登録

されている最大量とした。桑株の条件は樹齢 4年目の「改

良鼠返」を使用し,試験方法は草野ら
1)のとおりである。

なお,桑に対する除草剤の影響は,最終伸長で評価 し無処

理区の伸長を指数100と して,90以上は使用可能とした。

2)散布機の選定と改良
散布機の改良は,野菜や牧草用管理機であるAZUR410

を選定した。改良箇所は散布アーム部を取り外し,1,000

～1,680皿 の伸縮式アームとした。桑園の畦FEIは普通が 2

～25m,密植が 1～ 15mであることから,改良型本機の

使用方法は普通桑園で散布アームを長くし畦間走行,密植

桑園で短くし株を跨いで走行する方式とした。材料1製llmm,

30mm角型鉄骨パイプ,よ り戻し,ニ ップル,ワ ンタッチカ

プラーそして散布ノズルは霧状縦二頭口,縦三頭日,茶用

三頭日,茶用四頭口及び水滴状横三頭口を使用した。散布

ノズルの性能試験は,各散布ノズルからの水量をエンジン

回転数ごとに調べ,散布水量と作業時間を算出した。

0)実証試験による雑草防除効果
グルホシネート液剤を使用し,その落下水量と雑草の殺

草効果を調査した。処理液量を40mι とし水量は10″ /aを

使用して,普通桑園に散布した。散布機の条件はトラクタ

(24PS)の エンジン回転数1,500rpm一定とし,主変速ギ

ヤを3と 4,副変速ギヤを 2～ 4,散布ノズルは霧状茶用

三頭口と水滴状横三頭口を使用した。なお除草剤の散布は

7月 1日 に実施した。

茎葉処理剤の供試薬剤はジクワット7%・ パラコート5

%,グルホンネート185%,ビアラホス18%の液剤フルア

ジホップ35%乳剤で,処理量は登録基準量の最少,中間 ,

最大量とした。収穫方法は夏秋専用桑園で春切後7月 1日

に地上18側残し夏全伐した。除草剤の処理時期は収穫日で,

処理方法は基準の処理量を電動噴霧機で10′ /aト ップス

プレーした。調査は再発芽状況,伸長状況及び♂当たりの

生草量調査を8月 4日 に実施した。

3 試験結果及び考察

は)除草剤のスクリーニング

各種除草剤のトップスプレーによる桑への影響は表 1の

とおりであり、生育遅延,生育不良,奇形葉,ク ロロシス

の薬害症状を呈しない22剤が適合した。

9)散布機の選定と改良
改良型 AZUR410の使用は密植桑園の仕立法を埋没から

儡根刈,収穫法は2年 3回収穫又はローラー収穫法に調整

しておく必要があった。

各散布ノズルの性能試験結果を農作物病害虫防除基準の

10a当たり散布水量と対比させ,霧状茶用二頭日と茶用四

頭口及び水滴状横三頭口を除草剤散布,霧状縦二頭口を殺

虫剤散布,霧状縦三頭口を殺菌剤散布用に選定した。また

各作業別散布時間を算出した (図 1)。 これによると,10a

当たり作業時間は雑草防除 8～ 20分 ,害虫防除10～ 18分 ,

病害防除14～ 18分で可能と試算された。

3)実証試験による雑草防除効果
グルホシネート剤の落下水量と雑草の殺草効果は,表 2

のとおりになった。 トラクタの変速ギヤと散布水量の関係

では,主変速と日1変速ギヤ数字が大きくなると速度が早 く

なる構造であることから散布水量は少なく,散布ノズルに

よっても異なった。除草剤散布による殺草効果は,散布水

量の少ない霧状ノズルの方が水滴状ノズルより効果が優る

傾向であったが,霧状ノズルの場合は微風でもドリフトが

激しく葉に薬害を与え,む しろ水滴状ノズルの方が薬害を

回避した。

茎葉処理剤の残葉に対する枯れ方と落葉状況は処理剤に

より異なり,フ ルアジホップ以外の区でクロロンスを呈し

落葉に至った。落葉までに要した日数は,ジ クワット・パ

ラコート区が散布後 3～ 6日後に対し,グルホンネー トと

ビアラホス区で 2～ 3日遅い傾向を示した。落葉と処理量

との関係では,処理量が多い程落葉が早かった。発芽と生

-237-一



東 北 農 業 研 究 第 49号  (1996)

表 1 各種除草剤のトップスプレーによる桑への影響 表 2 グルホシネート剤散布条件と雑草発生量

変速ギヤ 作業時間 散布水量 雑  草

トリフルラリン140%。 プロメトリン60%

100～ 120′ 除草剤散布水量基準
100～ 150′ 殺虫剤散布水量基準
150～ 200′ 殺菌剤散布水量基準

′/10a 発生量
霧状茶用三頭口   4-3
″       3-3

水滴状横三頭日   3-4
″       4-3
″      3-3
″        4-2

育状況は無処理区に対し,フ ルアジネップ区が全く発芽遅

延を認められなかったが,他の剤区は処理量が多い程発芽

遅延を認め,伸長まで影響し無処理よリビアラホス区で11

%,ジ クヮット・パラコートとグルホシネート区で8%劣っ
た。

雑草に対する効果は,フ ルアジホップ区ではイネ科草種

を抑草したが,広葉草種には全く効果がなく,1カ 月後に
は桑の伸長と同様にさらに無処理区と差がなくなった。ジ

クワット・パラコート,ビアラホス及びグルホシネート区
は登録基準の中間量でも,1カ 月後まで抑草効果を持続し,
地表面が見える程度の雑草発生量であった。

4 ま と め

a)除草剤のスクリーニングから,無処理区の伸長を100
とした場合,90以上の伸長が認められる22薬剤については,

実用性が高いと判断した。

佗)散布機の選定と改良から,他作物用管理機械を桑園
用管理機械として転用することは可能で,桑園の条件が密

植から普通桑園,春切から夏切桑園,雑草から病害虫防除

作業機として利用できた。また本機の性能は10a当たり10

～20分と従来の歩行型・手作業機械に比較し15～20倍以上

の能率で実用性が極めて高いと判断された。

0)除草剤とその濃度.散布ノズル,散布水量,動力源
の性能を適切に選定することにより, トップスプレー法が

大面積桑園の雑草管理における省力的機械化管理体系とな

りうることを実証試験により確認した。
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ノズル型式
主―副 分/10a

グリホサートイツプロピルアミン塩410%
グリホサートトリメンウム塩380%
グリホサートアンモニウム塩200%
グリホサートイツプロピル7ミ ン塩200%
DCMU30%
ビアラホス12%・ DCMU08%
DCMW86%
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注 卜7′ ′24ps エンジン回転数1,500rpm
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注 *:茎葉からの吸収害 ネ*:根からの吸収害

図 1 各種ノズルからの散布水量と時間
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